
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
田
二
郎
の
一
般
質
問
か
ら 

 

 

高
橋
美
博
の
一
般
質
問
か
ら 

急
い
で
新
規
の
避
難
施
設
を 

問 
 

「
５
０
０
㍍
以
内
に
避
難
場

所
を
」
と
い
う
設
定
基
準
で
、

全
域
に
避
難
施
設
の
建
設
を
。 

答 

津
波
避
難
困
難
地
区
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
で
検
討
さ
れ
て

い
る
新
し
い
被
害
想
定
や
、
市

独
自
で
実
施
す
る
津
波
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
踏
ま
え
、

高
さ
や
規
模
、
整
備
費
用
な
ど

を
検
討
し
、
適
切

な
避
難
場
所
の
確

保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。 

問 

平
成
２４
年
度
中
に
は
１３

カ

所
の
避
難
困
難
地
区
の
う
ち
１

カ
所
も
解
消
で
き
な
い
。
も
っ

と
予
算
を
増
や
し
、
急
い
で
避

難
施
設
建
設
が
必
要
で
は
。 

答 

最
も
危
険
度
、
優
先
度
の
高

い
湊
、
中
新
田
地
区
か
ら
早
急

に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

平
成
２４
年
度
の
予
算
で
は
総
事

業
費
２
億
９
千
万
円
を
計
上
し

た
。
そ
の
う
ち
県
補
助
金
が
２

千
万
円
、
借
金
が
２
億
５
千
万

円
で
す
。 

問 

補
助
金
や
元
利
償
還
分
に
地

方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
有
利
な

借
入
金
な
ど
を
含
め
多
額
の
財

源
が
確
保
で
き
る
は
ず
で
は
。 

答 

関
係
者
と
の
協
議
を
重
ね
、

実
現
の
見
通
し
が
つ
い
た
も
の

に
は
、
補
正
で
予
算
措
置
す
る

な
か
で
、
早
く
対
応
し
て
い
く

考
え
で
す
。 

『人
工
の
山
』は
適
切
か 

問 

太
田
川
の
浚
渫
土
で
築
い
た

『
人
工
の
山
』
が
津
波
の
威
力

に
耐
え
う
る
の
か
。 

答 

土
質
改
良
を
行
う
こ
と
も
含

め
盛
り
土
に
適
し
た
も
の
に
な

る
よ
う
対
策
を
講
じ
、
県
が
搬

入
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

問 

『
人
工
の
山
』
は
、
頂
上
平

地
面
積
に
比
べ
数
倍
〜
十
数
倍

の
面
積
が
必
要
で
あ
り
、
位
置

も
集
落
の
中
心
か
ら
離
れ
ざ
る

を
得
な
い
と
思
う
が
。 

答 

面
積
を
必
要
と
す
る
が
、
よ

り
多
く
の
住
民
が
避
難
で
き
る

こ
と
、
普
段
か
ら
公
園
的
に
活

用
で
き
る
こ
と
、
浅
羽
南
地
区

の
希
望
に
も
沿
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
台
整
備
を
検
討
し
て

い
る
。 

問 

『
人
工
の
山
』
は
、
広
い
土

地
の
必
要
か
ら
農
地
を
利
用
す

る
こ
と
と
な
る
と
思
う
。
土
地

利
用
上
も
問
題
で
は
な
い
か
。 

答 

農
地
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と

も
当
然
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
う
。 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
公
費
助
成
を 

問 

市
の
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
は
き
わ
め
て
低

く
、
吉
田
町
の
７
分
の
一
程
度

で
あ
る
。
接
種
率
の
高
い
市
町

は
、
い
ず
れ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
公
費
助
成
が
実
施
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
接
種
率
を

ど
う
高
め
る
の
か
。 

答 

ワ
ク
チ
ン
製
造
元
の
出
荷
累

計
か
ら
推
計
す
る
と
、
本
市
の

摂
取
率
は
１１･

２
％
と
な
っ
て

お
り
、
県
内
で
は
中
程
度
の
位

置
で
あ
る
。 

問 

県
内
半
数
以
上
の
１８
市
町
が

公
費
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

財
政
負
担
が
課
題
と
言
う
が
、

医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ワ
ク
チ

ン
効
果
は
５
年
間
で
あ
り
費
用

対
効
果
は
大
き
い
の
で
は
。 

答 

平
成
２３
年
度
に
お
い
て
は
、

御
前
崎
市
が
全
額
助
成
を
し
て

い
る
ほ
か
、
藤
枝
市
を
は
じ
め

９
市
が
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
国
の
助
成

や
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、
公

費
助
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

近
隣
住
民
の
理
解
・納
得
を 

問 

（
仮
）
山
梨
分
遣
所
の
建
設

事
業
に
つ
い
て
、
建
設
候
補
地

近
隣
住
民
の
圧
倒
的
多
数
の
方

か
ら
計
画
を
見
直
す
よ
う
議
会

に
も
陳
情
が
あ
っ
た
。
静
閑
な

住
環
境
の
魅
力
で
新
し
く
居
住

さ
れ
た
方
に
と
っ

て
、
分
遣
所
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
へ

の
不
安
は
ご
く
自

然
な
こ
と
と
思
う
が
。 

答 

こ
れ
ま
で
４
回
の
説
明
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
音
量
検
証

等
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
理
解
い
た
だ
け
な
い
状
況

で
あ
る
。
改
め
て
説
明
し
協
議

す
る
な
か
で
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

へ
の
市
長
の
見
解
を
質
す 

消
費
税
増
税
を
ど
う
考
え
る 

問 

消
費
税
の
増
税
に
は
、
①
無

駄
遣
い
を
続
け
た
ま
ま
の
大
増

税
②
社
会
保
障
切
捨
て
と
一
体

の
大
増
税
③
日
本
経
済
・
景
気

を
ど
ん
底
に
突
き
落
と
し
、
財

政
破
綻
を
更
に
ひ
ど
く
す
る
④

「
逆
進
性
」
が
強
い
最
悪
の
不

公
平
な
税
金
制
度
⑤
ど
の
世
論

調
査
を
と
っ
て
も
多
数
の
人
が

反
対
し
て
い
る
大

増
税
な
ど
問
題
が

多
い
。
市
長
の
認

識
は
ど
う
か
。 

答 

３
年
連
続
し
国
債
発
行
額
が

税
収
を
上
回
る
異
常
事
態
、
一

方
社
会
保
障
費
が
高
齢
化
で
毎

年
１
兆
円
も
膨
ら
み
、
歳
入
・

歳
出
構
造
は
限
界
に
き
て
お
り
、

消
費
税
を
増
税
し
た
い
と
の
政

府
の
意
向
は
一
定
理
解
で
き
る

が
、
国
民
的
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
ず
は
景
気
が
良
く
な

る
こ
と
、
徹
底
し
た
歳
出
の
洗

い
直
し
な
ど
国
民
に
納
得
し
て

も
ら
う
こ
と
も
必
要
だ
。 

「新
シ
ス
テ
ム
」は
問
題
だ
ら
け 

問 

自
治
体
の
保
育
実
施
義
務
が

な
く
な
る
、
保
育
の
格
差
を
生

む
な
ど
の
『
子
ど
も･

子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
』
の
問
題
点
を
ど
う

と
ら
え
て
い
る
か
。 

答 

ま
だ
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
円
滑
な
実

施
が
で
き
る
よ
う
情
報
収
集
に

努
め
て
い
く
。 

問 

本
市
の
保
育
所
入
所
待
機
児

童
数
は
県
下
で
上
位
に
あ
る
。

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

答 

定
員
１
２
０
人
の
「
袋
井
あ

そ
び
保
育
園
」
が
開
園
し
、
大

幅
な
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

認
可
園
の
定
員
増

や
認
証
保
育
所
の

利
用
促
進
な
ど
低

年
齢
児
中
心
に
受

入
れ
拡
大
に
努
め
る
。 

問 

市
は
、
民
間
保
育
所
と
の
連

携
を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後
も

同
様
の
連
携
が
図
れ
る
か
。 

答 

保
育
の
質
向
上
を
目
的
と
し
、

保
育
士
の
合
同
研
修
、
所
長
連

絡
会
な
ど
を
開
催
し
て
き
た
。

新
シ
ス
テ
ム
移
行
後
も
民
間
保

育
所
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。 

介
護
保
険
で
も
利
用
抑
制
が 

問 

介
護
報
酬
の
改
定
で
特
養
の

相
部
屋
の
報
酬
引
き
下
げ
、
軽

度
入
所
者
の
報
酬
が
減
額
さ
れ

た
。
影
響
は
ど
う
か
。 

答 

施
設
の
運
営
に
は
影
響
が
あ

る
が
、
入
所
者
・
希
望
者
に
は

直
接
影
響
は
な
い
。
現
在
、
萩

の
花
で
２０
床
、
紫
雲
の
園
で
４０

床
の
増
床
、
２５
年
度
に
は
個
室

８０
床
の
新
施
設
も
計
画
さ
れ
て

お
り
、
１
４
３
人
の
待
機
者
減

少
が
期
待
さ
れ
る
。 

問 

「
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
」
が
創
設
さ
れ
た

が
、
本
市
で
の
開
設
見
通
し
は
。 

答 

２４
年
度
か
ら
新
た
に
２４

時

間
対
応
の
訪
問
看
護
事
業
所
が

開
設
さ
れ
る
。 

問 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
生
活
援

助
の
基
本
時
間
が
短
縮
さ
れ
た

が
、
影
響
は
ど
う
か
。 

答 

「
３０
分
以
上
６０
分
未
満
、
６０

分
以
上
」
か
ら
、「
２０
分
以
上
４５

分
以
内
、
４５
分
以
上
」
に
見
直

さ
れ
た
が
、
厚
生
省
の
利
用
実

態
調
査
に
基
づ
き
改
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。 

国
保
「広
域
化
」へ
の
見
解
は 

問 

国
保
「
広
域
化
」
は
自
治
体

か
ら
の
財
源
繰
り
入
れ
や
独
自

の
減
免
制
度
廃
止
な
ど
で
国
保

税
の
引
き
上
げ
が
必
至
で
は
。 

答 

保
険
者
間
の
負
担
の
公
平
化
、

給
付
の
平
準
化
を
図
り
、
安
定

的
運
営
の
た
め
に
「
広
域
化
」

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
県
で

も
、
県
と
市
町
で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。 

 

生
活
実
態
に
配
慮
し
、 

滞
納
整
理
の
実
施
を 

 

問 

滞
納
処
分
の
基
本
は
「
面
談
」

「
訪
問
」
で
あ
る
。
生
活
実
態

の
把
握
な
ど
配
慮
が
必
要
で
は

な
い
か
。 

答 

個
別
訪
問
や
納
税
相
談
を
行

い
、
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
る
。 

問 

差
押
え
実
施
の
手
続
き
は
適

正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。 

答 

差
押
え
は
担
税
力
が
あ
っ
て

納
付
が
な
い
方
、
納
付
約
束
を

守
ら
な
い
方
、
納
付
の
意
思
を

示
さ
な
い
方
に
対
し
、
徹
底
し

て
行
っ
て
い
る
。
手
順
は
法
に

基
づ
き
適
正
に
行
っ
て
い
る
。 


